
上郡町地域公共交通計画の概要 
 

計画の目的 ： 

  上郡町の交通の現状や課題を踏まえた上で、将来のまちづくりの方向性を見据え、自動車が 

 利用しづらい人でも移動しやすい・住みやすい公共交通体系を構築することを目的とします。 

 

上位計画・関連計画 ： 

上位計画 関連計画 

上郡町総合計画 播磨圏域連携中枢都市圏ビジョン 

上郡町都市計画マスタープラン 東備西播定住自立圏共生ビジョン 

 播磨科学公園都市圏域定住自立圏共生ビジョン 

 

計画区域 ： 上郡町全域 

 

計画期間 ： ２０２１年度 ～ ２０２５年度 

 

基本理念 ： 『みんなで支えあいながら、いきいきと快適にお出かけできるまち』 

 

基本方針 ： 

  １．日常生活を支える公共交通ネットワークの構築 

  ２．自動車と公共交通が利用しやすい交通環境整備 

  ３．公共交通をみんなで支える取組みの推進 

 

目指すべき公共交通網 ： 

 

 

 

 

 

 

 

主核 
上郡駅、 

商業・医療・教育施設 

副核 
バスターミナル、 

教育・研究施設 

交通結節点 
苔縄駅、河野原円心駅、 

野桑バス停 

幹線 
地域の骨格として主に 

市町間を結ぶ公共交通 

支線 
町内の谷筋の各地区と 

主核を結ぶ公共交通 

地区内交通 
各地区から最寄りの交通 

結節点を結ぶ交通 

 

 

 

数値目標 ： 

指  標 現 状 値 目 標 値 

15 歳以上人口１人あたりのバス等年間利用回数 ３回／年 ４回／年 

公的資金が投入されている公共交通の収支率 １６．６％ ２０．０％ 

利用者１人あたりの公共交通への公的資金投入額 ６９０円／人 ８００円／人 
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施策体系 ： 
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事業スケジュール ： 
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役割と連携 ： 

  人口減少・少子高齢化社会においては、交通 

 事業者の企業努力だけではなく、利用者である 

 地域住民、まちづくりを計画する行政の３者が連 

 携しながら、公共交通事業を支えていくことが求 

 められます。 

  まちづくりと連携した公共交通のあり方を踏ま 

 え、交通事業者・住民・行政の３者が協議できる 

 場を設けていきます。 

 

 

 

 

 

  公共交通は、日常的な輸送手段としてだけでなく、医療、福祉、環境、教育、商業、観光など 

 様々な役割も担っています。関連する他分野と連携しながら公共交通の役割を広げ、地域の 

 実情に即した利便性、持続性の高い公共交通の確保をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画達成状況の評価および計画の見直し ： 

  本計画をもとに、各事業を実施するとともに、定期的に数値目標の達成状況を確認しながら、 

 ＰＤＣＡ（Plan・Do・Check・Act）サイクルによる継続的な事業改善を行っていきます。 

  なお、数値目標の確認や施策の改善は、「上郡町地域公共交通活性化協議会」を通じて行う 

 ものとします。 

      《 ＰＤＣＡサイクル 》            《 ＰＤＣＡサイクル月間スケジュール 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業実施

事業評価

改善案検討

次年度計画 計画（ PLAN）

改善（ ACT）

実施（ DO）

評価（ CHECK）実 施計 画

評 価改 善

PDCA
サイクル

計画を立案し
評価指標を設定する

計画に基づいて
施策・ 事業を実施する

各施策・ 事業の
目標達成度を評価する

改善点を抽出し
改善策を検討する
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